
  
 

 

 

  

指導計画表
 （全 時間）

時間 学習内容・主な活動

■とびら

・プレ活動

■ ①

・新出表現 の導入，練習

■ ①

・語句・表現の導入

・本文の導入・理解

■ ②

・新出表現 の疑問文・否定文の

導入，練習

■ ②

・新出表現を用いたコミュニケーショ

ン活動

・語句・表現の導入

・本文の導入・理解

■

・題材の導入

・語句・表現の導入

・本文の導入

■

・本文や題材についての内容理解

・ ＆ などによる理解度確認

・新出表現を用いた応用練習

■

・リスニング

・表現活動

■

・コミュニケーション活動
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実践例
 レッスンのねらい

「初めての 」

英語の授業の中で生徒の苦手意識の高いものの

一つに，長文を読むことが挙げられる。公立高校の

入試問題を見ても，内容的には比較的読みやすいも

のであっても，その語数はかなり多く，文章を見た

だけで読むことをあきらめてしまう生徒も少なく

ない。

では，初めて のページが加

わり，生徒にとって初めて，英語でまとまった内容

の文章を扱う。これからの長文読解の最初のステッ

プとなるこの で，英語で文章を理解でき

ることの楽しみや達成感を味わい，今後より深い内

容を読みたいという動機づけになるような指導構

成にしたい。

文法事項は のみで，生徒たちもよく耳にする

フレーズなので理解が早い。しかし初めての助動詞

なので，ルールをきちんと教え，口頭練習を多くさ

せた後，自己表現活動につながるよう指導する。自

己表現活動は生徒の興味関心に合った内容を精選

することが大切であるが，ここでは教科書にある

のクイズ活動が適切であろう。

また，本課では京谷選手の人生や，スポーツとし

ての に焦点をあてて，

を読む楽しみに焦点を当てるべきであろう。

文法事項の についても本文中でどのようなニ

ュアンスで使われているのか（

のルール説明など）を理解させたい。他

のスポーツについても， を使ってルール説明を

し，パラレルな題材を扱うことで，理解を深めさせ

たい。

また，ピクチャーカードなど を活用し

たり， で必要な語彙について予め

類推させたりすることで，全ての語彙を知らなくて

も英文は読めるということを生徒たちに教えたい。

パラリンピックや，車いすを使ったスポーツを紹介

することで，障害を持った人たちの活躍を身近に感

じ，彼らの生き方について考えたり，自分ができる

ことを考えたりするきっかけにしてほしい。

  授業での活動

とびら絵の紹介をする前に，普通の車いすと，車

いすバスケットボール用の車いすの写真を見せる。

そして，陸上競技用の車いすの写真，その他の車い

すスポーツの写真を見せる。パラリンピックでの車

いすを使った陸上競技は見たことがある生徒が多

いと思う。

とびら絵を見せて生徒に尋ねる。

と言って， の導入に入ってもいいだろう。

このように，本レッスンの新出表現である や

となる については，日本語を

使わずに導入したい。

（１） の導入

は前述のとおり，よく耳にするフレーズで，

何となく意味が分かっている生徒が多い。最初は日

本語を交えずに， で多くの に触れ

させ，ニュアンスを理解させる。ここではとびら絵

からの導入例を紹介する。
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ボルトなど有名な陸

上選手の写真

○○

導入としての のポイントは，①まと

まりのある内容を話すこと，②生徒の興味のある話

題であること，③生徒との を持つこと，

である。リスニングは大筋が理解できればいいので，

未習事項であってもよく使うフレーズは積極的に

取り入れ，耳に慣らしておきたい。

また，目的なく聞かせても，生徒も何を意識して

聞いていいか分からないので，ワークシート（資料

）でリスニングポイントを与えてから聞かせる。

（２） を使ったコミュニケーション活動

～ のクイズを使って～

の に，動物についてのクイ

ズを， を使って表現する練習がある。これを個

人からペア，グループで行い，最後はクラスでのク

イズ大会を行う。

の活動を個人で行った後， の例をも

とに，一人一題問題を作り，ペアで出題し合う。出

題する側は最初に，「自分が動物，鳥，虫…である」

という種類を言い， を使ったヒントを一

つ言う。そうすると相手もより具体的に質問ができ

るので活動も盛り上がる。また，出題者への質問は

つまで，ヒントを 回だけ要求できる，などのル

ールがあるとおもしろい。

例） 出題者 回答者

これをペアで行った後，グループで出題し合う。

グループは ～ 人がよい。グループ内で出題し合

った後， ～ 問おもしろい問題を選ぶ。なるべく

間違いがないよう，グループで問題を完成させて，

クラスでグループ対抗クイズ大会を行う。終わった

後に，個人でワークシート（資料 ）にクイズを書

かせる。

サイクルのように，一人のアイディアを周

りからのフィードバックやアイディアを得て，さら

によいものに仕上げて完成させることがポイント。

最後に個人で書かせるときは，自分のクイズをより

表現豊かに書く生徒もいれば，グループで完成させ

たクイズを書く生徒もいる。英語が得意な生徒も苦

手な生徒も，個々の課題に応じてクイズを完成させ

ることができる。

コミュニケーション活動は，文法事項の練習が一

つの目的ではあるが，生徒が文法の練習のためにや

らされていると思わないような，自然な流れや必然

性が大切である。活動の中で生徒が間違えても，（話

す活動の中では特に）一つ一つ訂正せずにミスを許

容し，相手の言いたいことを類推することを指導す

ることが「間違うことを恐れずコミュニケーション

を図ろうとする」意欲的な態度の育成につながる。

活動のまとめとして，話す活動のときに多かった共

通の間違いをフィードバックすることで，全体への

指導ができる。また最後の書く活動ではミスをきち

んとチェックし，できれば全体へのフィードバック

ができるとなおよい。生徒の活動を組み立てるに当

たっては， ・ 活動から， ・

活動へ，言語習得の自然なプロセスを意識

することが大切である。

（３）

での導入。バスケットボールのルー

ルと京谷選手について生徒とインタラクションを

取りながら説明する。ピクチャーカードや絵を使い

ながら説明するとよい。

 京谷選手の写真を見せて
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車いすバスケットボールの写真を見せて

ト

ラベリング，ダブルドリブル…

に続けて， を聞きながら教科書

を読ませる。 ， の流れを

元に，オリジナルのワークシート（資料 ）を作成

し，使用した。

新出単語についてはすぐには教えず，全体を通し

て読む中で，前後関係から意味を類推させたい。ワ

ークシート（資料 ）には，フレーズごとに日本語

⇔英語をとらえるタスクがある。フレーズで考える

と，その中の知っている単語がヒントになり，全部

の単語が分からなくても答えることができる。最初

に個人で取り組ませた後，ペアで教え合いながら考

えさせてもよい。

教科書には として，本文に関する

をペアで行うタスクが載っているが，いきなり

これを行うには少しハードルが高い場合，

のページを使って， 文ずつ質問を作る練習をし

ておくとよい。

→

→

…のように， 文に対し，質問を作る練習をさせる。

からの は 人称語りのパタ

ーンなので，日常の授業の中で継続して行っていく

と英問英答のよい練習になる。

他にも は でのあいづちの練習に

もできる。

…など。

生徒のそのときの課題に応じて，教科書それぞれの

ページの特性をいかし，内容理解や音読だけでない

練習を，日常的に授業に取り入れていきたい。

 まとめ

インターネットを開けば，英語の ページが

無数にある。ネットの普及により，現代は英語学習

者にとってはとても恵まれた学習環境にあると言

える。中学校，高校での英語を終えた後，それらの

情報を得られる，読みたいと思える，そのような学

習者を育てることが私たち英語教員の役割であろ

う。 では初めての を通して，

「読む楽しみ」「読める喜び」「もっと読みたいと

いう意欲」を育てる。それが 年生， 年生での

活動につながり，最終的には自分で英語を

読もうとする自立した学習者を育てることになる

のだ。


